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「貢献度表」は選手を育て、コーチを変える

榎本日出夫 (日立戸塚女子バスケットボール部監督)

構成/編集部
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貢献度表|と は ?

日立戸塚チームでは、各選手に

対 して数種類の表をつけるように

しているが、その 1つ として「貢

献度表」 という成績表をつけてい

る。選手の能力その ものの評価 と

いうより、チームヘの貢献度が採

点の基準 となるので、こういう名

前をつけた。例えば、ディフェン

スに関して、その選手の 1つ 1つ

のブレーをチームヘの貢献度 (つ

まり、 いいプレーかどうか といヮ
ことになるが)と して評価する。
こうした表によって、選手の長

所 (能力)や欠点、やる気がよく
分かるし、短い時間でより多 くの

ことをヂェックし、指導すること

が可能 となる。 また、選手の記録

としても大いに役立つ (コ ーチは

選手を大雑把にみていることが多

いし、時間が経つ と細かい点は忘

れてしまう).こ のようにいろいろ

と有効な面があるが、表 というの

はそもそも、様々な要素を最大公

約数的に整理 したものなので、使

う人の・ニーズ″が反映される。

つ まり、表 という形態で項 目が先

にあるのではなく、使 う人の ニ`

ー・ズ″が表になるという意味で、

表は生きているともいえる。

表 1.バスケ ッ トボール通信簿

①運動能力 (一般的なもの)
②バスケットボール能力
③精神的持久カ

④オフェンスカ
⑤シュートカ
⑥パスの能力
⑦ドリブルの能力
③デイフェンスカ (努力の程度)
0デイフェンスを予想する能力

今回は、その
｀
生き物
″
である

表 (貢献度表)がいかに生まれて
きたか、それを・活かして使う

″

ためにはどうすればよいかなど、

表に関する私なりの・生活の知恵
″

を紹介したい.

選手へのメッセージを
表に託す

今から20年ほど前のこと。私は、

突然降って湧いた話で、ある女子

大学のバスケッ トボール部 コーチ

を引き受けることになった.コ ー
チを務めるのは初めてであるし、

まして女子選手を教えるのも初め

て。 コーチとしての準備が何 もな

いまま、
｀
ある日突然

″
にチームを

任されることになった。

引き受けた以上、チームづ くり

やチームの練習計画について、に

わかづ くりなが ら勉強 し、自分 自

身の考えをまとめていったが、な

にしろ選手、チームのことを何 も

知 らないので意志の疎通 もままな

らない.そ こで私は、選手に練習
についてのレポー トを書いて もら

うことにした。私1に面 と向かって

はいえないことも、紙面を通 して

だといいやすいのではないか と考

えたか らである。 この狙いは当た

り、選手 1人 1人が何 を悩んでい

るか、私 とどこで意見が違 うか、

またどんなことを考えてパスケッ

トボールをしているかなどがよく

分かった。

しか し、 これでは選手から私ヘ
の一方通行になると思 ったので、

私のほ うからも選手たちに・ メッ

セージ
″
を渡すことにした。表 l

に示 したような簡単な内容だが .

大学 ノー トに各項目の採点 と短い

ア ドバイスを書き、 1人 1人に手
渡 した。選手に自分の能力を正 し

く把握 してもらい、それをさらに

伸ばすにはどうすればいいかを、

こういう形のメッセージにしたの

である。

この表をつけることで私 自身に

とってなにより収穫だったのは、

いざ採点やア ドバイスを書こうと

思 って も、細かいブレーがなかな

か浮かんでこない選手が多 く、自

分がいかに大雑把にしか選手をみ

ていないかがよく分かったことだ。

また、 コーチ経験 も浅 く、若かっ

た私は、コー ト上で選手を誉める

とい うことがほとんどできなかっ

たが、この表で採点することが当

時の私にとっての精一杯の誉める

ことであったと思 う.これまでの
コーチ経験を振 り返ってみても、

選手をボロクソにけなして成績が

よかったことは一度 もない.選手
に教える こと、何かを分かっても

らうことというのは、
｀
叱る
″
とい

うこととは,こ うと,日、う。イ可かを1云

ぇるというより、つい気持が先行

して叱ってしまう自分に今で も気

づ くが、表 をつけることで、むじ

ろ誉めることを通 して何かを語る

すべが徐々に身についていったよ

うな気がする。

この表を当時は「バスケッ トボ

ール通信簿」 と呼び、私がこのチ

ームの コーチを務めていた約 3年

の間に、 9項 目から23項目に細分

化されていった.

表に関 しての当時のエ ビツー ド

を 1つ。選手たちは表の各項 目が

10点満点だ と思 っていたはずだが、

ス



私 自身は8.2点 とい う中途半端 な

点を満点 として採点 していた。従:

って、よくても 7点 くらいのこと

が多く、選手はそれを私の採点の

辛さだと受け止めていたようだ。

若かった私は、自分が高校のとき

に取った学力評価の平均点8.2を

勝手に最高点 としていたのである。

一種のシャレで選手には黙ってい

たのだが、こんなところにも選手

を誉めることへの
｀
抵抗
夕
が働い

ていたのかもしれない.

「貢献度表」の使い方

女子大学のチームから日立戸塚

チームに移って来て、表はさらに

改良が重ねられ、現在は次頁 (表

2)に示すような内容 となってい

る。これまでの私の経験から、こ

うした表を使 うに当たって注意す

べ き点、またこの表の使い方など

について、以下に気づいた点を挙

げておこう.①レギュラー選手に
対 しても控え選手に対 しても、採

点は公平であること.最初の年、
レギュラー選手には辛 く、控えの

選手には甘 く採点 していた。控え

選手が、自分の点の低いのを気に

して逆にマイナス効果 を生むので

はないか と思い行ったことだが、

選手たちは互 いに点をみせ合い、

控 えの選手たちは、評価点がレギ

ュラー選手と差がないのに自分た

ちはなぜ選ばれないのか悩むとい

う結果を生んで しまった。評価の

差にはっきり出してや るほうが選

手にとって明解であ り、その差は

コーチの期待の大 きさだと選手は

理解できる。ただし、選手のモチ

ベーションを高めるために、評価

をわざと高 くすることも、場合に

よってはある。

②ボジション別に評価点を比べ る

こと。最初の頃はガー ドもセンタ

ー もみんな同 じように比べていた

が。そうすると、表に出て くる項

目だけでは、大きな選手よりも小

さを選手のほ うが動 きがいいし、

点数が当然上になる.表の点をも
とに試合メンパーを選ぶ としたら、

連載く4〉私の トレーニング・ ア ドバィス

過去 の
°
貫 鼠 度 表

″
か ら現 在 の もの まで の フ アイル .改 良 が ■ ね られ、 次 買 に示 す よ

うな表になっている

小さを選手ばかりを選ばなければ

ならないことになる.そこで、ポ
ジションによるグループ別に、評

価点を比べてみることが大切だと

いうわけである。次頁の表 2は、

左のグループが外郭のプレーヤー、

右のグループが内部のプレーヤー

である。

③選手のモチベーションのために、

基本的には、こうした表の評価 (年

間を通して記録する)を もとに試
ハのメンバーを選ぶことを選手に

伝える。

④満点がどういう状態かを、選手

になるべ く具体的に伝える。例え

:ニ チーム内にドリブルで10点満

点を与えられる選手がいれば、そ

の選手のここがいいんだというこ

とをみんなに伝える。また、他の

チームに模範とすべ き選手がいれ

ば、ビデオを観せたりしながら、

具体的目標を常に提示する。

⑤コーチ 1人が採点に追われてい

てはほかの仕事ができなくなるの

で、マネージャーか選手以外の誰

かでも一応の採点ができるように

調練させる.ただし、彼女らの採
点については、コーチがもう一度

チェ・ンクしたほうがよい.

⑥貢献度表の評価は、より実戦に

近いこと力望 ましい.従って、試
合か、または練習であれば 3対 3

などの対人ブレーや試合形式のプ  61
レーなどに用いるほうが効果的.

⑦表 2はオール・ ジャパンでの責

献度の評価をまとめたものだが、

これをみると、選手個々の長所・

短所が分かり、彼女らの課題が分

かるばかりでなく、チームとして

の今後の対策 (例えば、抜けた選

手のアナをどういう選手で補うか、

またはどういうタイプのチームに

するかなど)に も参考になる。

表作 りや採点は、コーチ
が試され る場で もある

表に出て くる項 目は、その競技

に必要な能力 を、 コーチが どのよ

うに分析 しているかが現われて く

る.ま た、選手の 1つ 1つのプ レ

ーに対 してどう評価点を下すか と

いうことは、 コーチの観察眼が問

われていることで もある.

コーチがよ りよい観察者になる

意味で も、より有効な表作 り、 よ

りよい表の活用は意味が大 きい と

いえる。            .
(え の もと・ ひでお )
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表2.日立戸塚女子バスケットボール部の「責献度表」
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